
10年後の理想像
・集落の同窓会の開催
・空き家のない地域
・人口（若者・子ども）が増える
・60歳以上は無料のバスの運行
・大学・専門学校の生徒が増え、若者が増えている
・子どもから高齢者まで楽しめる施設ができている
・中山間地域研究センターに公園が整備される
・働く場が増える
・COCCOLOカードの利用できる施設が増えている

上来島 集落実態調査まとめ

〇一度、今ある空き家の状態をチェックしてみる
〇空き家の管理を任意団体等にお願いしてやってもらう

〇町外・県外からの求職者を積極的に雇用する
〇地区で土地を確保し、住宅を建ててもらう 〇厄年（42歳と60歳）の時に地元に帰っておいでと情報発信する

〇町の取組み（定促賃住宅等）をパンフレットにして出身者に送る
〇生徒を増やすために、中学校や高校の取組みをもっとPRする
〇マスコットキャラクターをつくる

〇農業したい人を受け入れ、生計が立てられるまでの過程を教える
〇UIターン者を受け入れ、空き家を改修し仕事も斡旋してあげる
〇ブランド米を作ったり、ここでしか作れない特産品をつくる
〇営農組合をつくる

今後検討が必要なこと
〇葬儀全般のあり方について今後検討が必要
〇地域として目標を作り、賛同者を募る〇高齢者宅の家の除雪支援

〇地域行事をとおして子どもや若い世代を育み、未来の担い手を育てる

上来島のいいところ
・買い物が便利 ・自然が豊か ・交通の便がいい
・近所が仲がいい・静かな環境 ・小中高校が近い
・中山間地域研究センターがある・子どもの挨拶がある
・明るい人が多い ・米、野菜が美味しい など

上来島の不便なところ
・農業用水が少ない ・若い人が働きたい職業がない ・飲食店がない
・カラオケ等の遊ぶところがない ・車がないと生活できない
・草刈りが大変 ・夜道が暗い ・鳥獣被害が多い ・公園がない
・ドラッグストアがない ・地域の交流が少ない ・雪が多い など

人口増加

空き家対策

〇各集会所を使って毎年1回自治振興会でイベントする
〇中山間地域研究センターで上来島のイベントをする
〇盆踊りをする
〇はやしこを継続していく

多世代交流

働く場づくり

安心できる暮らし

情報発信

理想像に近づくために自分・みんなでできそうなこと



【すぐにできそう】やろうと思えば１年以内にはできそう

・はやしこを継続していく ・花を植える取組みを始める
・知人に町の情報を伝える ・ゴミ拾いなど清掃活動を始める
・異世代交流の機会をつくる ・子どもに挨拶をする
・高齢者宅の除雪支援
・盆踊りを開催する
・今ある空き家の状況を確認する
・年間をとおして子どもが集まる企画をする
・子どもから高齢者まで集える場所をつくる

上来島
理想の地域像に向かって進んでいくためのタイムスケジュール

【ちょっと時間がかかる】２～３年は時間がかかりそう

・上来島のマスコットをつくる
・集落の同窓会の開催（厄年の年に地元で集まる）
・町の取組み（定促賃住宅等）をパンフレットにして出身者へ送る
・各集会所を使って毎年１回自治振興会でイベントを開催
・中山間地域研究センターでイベントをする

【すごく時間がかかる】検討期間も踏まえて５年以上は必要

・営農組合をつくる
・上来島で特産品をつくる
・地域の行事を活発にして子どもや若者を育み、未来の担い手にする
・ブランド米を全国発送する
・空き家の管理を任意団体等にやってもらう。
・葬儀のあり方について
・公園の整備


